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宮 坂 正 治
必要であり,その代替案の選択には必ず ｢判断｣,
換言すれば主観的な価値判断かあるいは客観的な













































































































④ 時点ごとの店舗の評価 (単位 :ポンド)
t｡,tl,t2,t3- --すべて5,000
(減価償却を行なわない)



























































































































































































































t3-t4 期に 喜 :150×喜-50
t2-tS期に未実現の原価節約が実現･･-
t2-t3期に喜:150×喜-75





期 間 lto～tl tl～t2 t2-t3Lt3-t4l合 計
需 現の原価l 望 壁 逮 』 t 望
tl～t転に実現t o 50 l l
t2～t3期に実現 0 0507 l
































































期 間 lto～tパ 1ー-t2t2-t車 ～t‖合 計
当期操業利潤F1,65012,075 1,250ト 3504,625
宗針 た原価ー 50I 75 25 0 150
需 現の原価い 50日 50 25f ol325
託 した資本l of o 01 300130




































































｢ 百 二三｢｢701tl lt2 l t3 lt一
店 舗 巨 ㈱ 6両 7,500110,ONTO
自 動 車 11,200い ,0501 8501 4501 0
讐鮎賢業上し _可 旦旦些上旦頑 頭 16,600










































期 間 to～tl tl～t2 t2～t3 t3～t4 合 計
経営利潤 2,850 3,8(X) 3,800 -50 10,4∝)
控除:未実現の原価節約ff本利得加算 過年度に発生した実現原価節約過年度に発生した実現資本利得 L*jSoi1,650 讃 刀三
1.150
1,7α) 2,150 1,275 -50 5,075






























































































































































































































































































































































































時 点 tO tl l t2 l t3 t4
店 舗 5,0(X)5,700i7,00019,50 0
自動 車 1,20 8叫 3501 10 0
現 金 0 2R 30トも些 lj遡 16,6(X)
資 本 堅塑 聖塑 l望些 控 圭塁聖 16,6(X)





















t.～tl tl～t2 t2-t3 t3-t. % 計
-350 -500 -250 0 -1,100
-300 -300 -300 0 -900
























































































































期 間 to～tl tl～t2 t2～t3 t3～t4 合 計
経営利潤(資本の増加)控除:未実現の購入変化の超過分
2,850 3,800 3,800 -50 10,400
二 白 + +
店 書斎白劫事加算:実現した過年度の購入価値 l+ 200+35(X)2,350 3,3(X) 3,950 -50 9,550
変化の超過分店 舗 0 0 0 5(X) 5(X)

















































































1963. 古川栄一監怪 ･別府枯弘訳 『E.ソロモン:
財務管理論』同文鉛,昭.46,p.65. 傍点は筆者附
加okeは資本化率を意味する｡
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この図でいえば利潤無差別曲線と投資直線LM 機会原価となるといえよう｡もし,これらの実現
との傾斜とが一致する点,両線との切点Pが均衡 可能利潤が実現した場合には,会計的利潤とか経
投資点であるといえる｡したがって,投資Ⅹ案を 営利潤で表現したいとき,いままで述べてきた計
とれば,実現可能利潤ORが機会原価となり,投 算プロセスを経れば,それらによって記録が可能
資Y案をもって投資すれば,実現可能利潤OSが となるといえよう｡
以上
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